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会
期　
6
月
9
日
～
12
日

６
月
定
例
会

専
決
処
分
の
承
認

小
中
学
校
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想 

環
境
整
備
事
業

（
工
事
請
負
費
）�

１
億
５
，０
０
０
万
円

　

国
の
「
公
立
学
校
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

環
境
施
設
整
備
費
補
助
金
」
を
受
け
、「
児
童

生
徒
1
人
1
台
端
末
」
の
実
現
に
向
け
、
町

内
全
て
の
小
中
学
校
に
、
高
速
大
容
量
の
校
内

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
を
整
備
す
る
。

町
管
理
漁
港
施
設
現
年
発
生
災
害
復
旧
事
業

（
工
事
請
負
費
）�

１
億
８
，０
０
０
万
円

　

国
の
「
漁
港
施
設
現
年
発
生
災
害
復
旧
事

業
補
助
金
」
等
を
受
け
、
1
月
8
日
の
暴
風

波
浪
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
、
玉
川
漁
港
防

波
堤
の
復
旧
工
事
を
早
急
に
実
施
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
町
単
独
支
援
事
業

「
が
ん
ば
れ
応
援
支
援
金
」

（
扶
助
費　
他
）�

７
，９
１
３
万
３
千
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
子
育
て

世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
中
学
3
年
生
ま
で

の
児
童
を
養
育
す
る
世
帯
に
対
し
、
対
象
児

童
1
人
に
つ
き
3
万
円
の
子
育
て
世
帯
応
援
支

援
金
を
支
給
す
る
。

「
あ
り
が
と
う
感
謝
支
援
金
」

（
負
担
金
補
助
及
び
交
付
金
）　
１
，９
６
６
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
が
拡
大
す
る
な
か
、
町
内
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、
保
育
所
等
に
従
事
す
る

職
員
に
対
し
て
、
支
援
金
を
支
給
す
る
。

「
た
す
け
あ
い
応
援
商
品
券
」

（
委
託
料　
他
）�
５
，４
６
２
万
６
千
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
売
上
が
減
少

し
て
い
る
飲
食
業
及
び
小
売
店
な
ど
を
応
援
す

る
た
め
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
・
デ
リ
バ
リ
ー
券
及
び

日
常
生
活
必
需
品
購
入
券
を
各
世
帯
に
配
付

す
る
。

特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
（
国
庫
）

（
負
担
金
補
助
及
び
交
付
金　
他
）　
21
億
４
，４
６
４
万
５
千
円

　

国
の
「
特
別
定
額
給
付
金
」
を
受
け
、
新

型
コ
ロ
ナ
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
、
町
民
１
人

に
つ
き
10
万
円
を
給
付
す
る
。

子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
事
業（
国
庫
）

（
扶
助
費　
他
）�

２
，６
８
３
万
６
千
円

　

国
の
「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
」

を
受
け
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
て
い
る

子
育
て
世
帯
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
中

学
3
年
生
ま
で
の
児
童
を
養
育
す
る
世
帯
に

対
し
、
対
象
児
童
1
人
に
つ
き
1
万
円
を
支

給
す
る
。

越
前
町
児
童
館
条
例
の一部
改
正
に
つ
い
て

　

7
月
31
日
に
越
前
町
山
中
児
童
館
を
廃
止

す
る
た
め
、
条
例
の一部
を
改
正
す
る
。

補
正
予
算

無
人
航
空
機
物
流
実
用
化
事
業

（
負
担
金
補
助
及
び
交
付
金　
他
）　
５
０
３
万
５
千
円

　

ド
ロ
ー
ン
（
無
人
航
空
機
）
を
用
い
た
物
流

シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
調
査
検
討
し
て
、
将
来
的

に
宅
配
サ
ー
ビ
ス
の
維

持
を
可
能
と
し
、ま
た
、

災
害
時
に
お
け
る
救
援

物
資
の
輸
送
手
段
と
し

て
活
用
す
る
た
め
、
事

業
計
画
を
策
定
す
る
。

地
域
公
共
交
通
活
性
化
事
業

（
負
担
金
補
助
及
び
交
付
金
）　
１
，２
６
２
万
円

　

通
学
定
期
券
等
を
購
入
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
４
月
か
ら
各
高

校
で
休
校
措
置
が
取
ら
れ
、
バ
ス
な
ど
を
利
用

し
な
い
期
間
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
対
象
者
に
対

し
１
万
円
を
補
助
す
る
。

　

ま
た
、
遠
距
離
通
学
者
や
バ
ス
と
電
車
の
併

用
利
用
者
が
増
加
し
た
た
め
、
通
学
補
助
金

を
増
額
す
る
。

介
護
予
防
拠
点
整
備
事
業

（
負
担
金
補
助
及
び
交
付
金
）�

５
０
０
万
円

　

県
の
「
介
護
施
設
等
整
備
事
業
補
助
金
」

を
受
け
、
介
護
予
防
活
動
（
健
康
づ
く
り
教

室
等
）
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
自
治
会
に

対
し
て
、
集
会
所
の
改
修
設
備
に
要
す
る
費
用

の
一
部
を
補
助
す
る
。

条　
例

手
話
言
語
条
例
制
定
事
業

（
報
償
費　
他
）�

２
９
万
５
千
円

　

手
話
の
理
解
と
普
及
に
関
し
、
本
町
に
適
し

た
独
自
の
手
話
言
語
条
例
を
制
定
す
る
た
め
、

検
討
会
開
催
に
必
要
な
経
費
を
計
上
す
る
。

県
単
小
規
模
土
地
改
良
事
業

（
工
事
請
負
費
）�

１
，８
６
０
万
円

　

農
村
集
落
の
環
境
を
整
備
し
、
農
業
生
産

の
向
上
と
農
用
地
の
高
度
利
用
を
推
進
す
る

た
め
、
送
水
ポ
ン
プ
な
ど
を
改
修
す
る
。

県
単
林
道
事
業

（
工
事
請
負
費
）�

１
，５
８
２
万
円

　

林
道
の
開
設
・
改
良
・
災
害
復
旧
等
の
工
事

を
実
施
し
、
林
道
の
通
行
の
安
全
と
山
村
経

済
の
活
性
化
を
図
る
。

〇
木
製
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
工　
厨
～
小
曽
原
線

〇
路
肩
盛
土
工　
梅
浦
線

〇
法
面
保
護
工　
越
前
西
部
3
号
線

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業

（
負
担
金
補
助
及
び
交
付
金
）�

１
，４
８
０
万
円

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
拡
大
に
か
か
る
福
井
県
緊
急

事
態
措
置
」
に
よ
り
、
休
業
等
の
要
請
を
受

け
た
施
設
を
運
営
す
る
中
小
企
業
に
県
が

50
万
円
、個
人
事
業
主
に
20
万
円
を
支
給
し
た

「
中
小
企
業
休
業
等
要
請
協
力
金
」
の
3
分

の
1
を
負
担
す
る
。

商
工
業
振
興
対
策
事
業

（
委
託
料
）�

３
０
１
万
４
千
円

　

国
の
「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
費
補
助
金
」

を
受
け
、
国
か
ら
付
与
さ
れ
る
「
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
」
を
活
用
し
た
、
キ
ャッ
シ
ュレ
ス
決
済
に

よ
る
消
費
の
活
性
化
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
促
進
を
行
う
環
境
を
整
備
す
る
。

道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業

（
工
事
請
負
費　
他
）�

６
，６
２
８
万
円

　

国
の
「
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
補
助
金
」

な
ど
を
受
け
、
道
路
構
造
物
の
長
寿
命
化
を

図
る
。

〇
橋
梁
修
繕
工
事　
下
小
川
橋
外
5
橋

〇
橋
梁
補
修
詳
細
設
計
等　
新
橋
外
10
橋

〇
道
路
構
造
物
定
期
点
検　
上
戸
橋
外
5
橋

簡
易
水
道
施
設
管
理
事
業

（
工
事
請
負
費
）�

４
７
３
万
６
千
円

　

良
質
な
水
道
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た

め
、
耐
用
年
数
を
経
過
し
劣
化
が
著
し
い
機

器
な
ど
を
更
新
す
る
。

契　
約

除
雪
事
業（
除
雪
ド
ー
ザ
11
ｔ
級
購
入
）

物
品
売
買
契
約

◇
契
約
金
額
：
１
，５
９
５
万
円

◇
契
約
の
相
手
方
：
コ
マ
ツ
サ
ー
ビ
ス
エ
ー
ス
㈱

玉
川
漁
港
施
設
災
害
復
旧
工
事
請
負
契
約

◇
契
約
金
額
：
１
億
５
，０
１
５
万
円

◇
契
約
の
相
手
方
：
㈱
大
生

人　
事

越
前
町
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　

次
の
方
々
の
任
命
に
つ
い
て
、
全
会
一
致
で
同

意
し
た
。

　
月
田
　
善
尋
　
　
氏
　（
上
川
去
）

　
齊
藤
　
正
美
　
　
氏
　（
佐
々
生
）

　
清
水
　
桂
三
　
　
氏
　（
田
中
）

　
千
秋
　
憲
二
　
　
氏
　（
乙
坂
）

　
佐
藤
　
光
宣
　
　
氏
　（
茱
原
）

　
酒
井
　
浩
一
　
　
氏
　（
上
糸
生
）

　
木
原
嘉
左
ヱ
門
　
氏
　（
小
曽
原
）

　
前
田
　
亘
保
　
　
氏
　（
江
波
）

　
増
田
　
　
勇
　
　
氏
　（
八
田
新
保
）

　
渡
辺
　
則
久
　
　
氏
　（
陶
の
谷
）

　
宮
本
　
　
修
　
　
氏
　（
梅
浦
）

　
島
　
　
啓
介
　
　
氏
　（
厨
）

　
北
嶋
　
幸
雄
　
　
氏
　（
織
田
）

　
林
　
　
將
信
　
　
氏
　（
上
山
中
）

　
伊
部
　
英
幸
　
　
氏
　（
細
野
）

こんなことを審議しました

打越区公民館

制御盤内シーケンサー

定例会報告

玉川漁港

マイナポイントについて
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＜6月定例会に提出された議案等＞
議案番号 件　　　　　　　　　　　　名 議決の結果
報 告 第 1 号 令和元年度越前町一般会計継続費繰越計算書 報 告 の み
報 告 第 2 号 令和元年度越前町一般会計繰越明許費繰越計算書 〃
報 告 第 3 号 令和元年度越前町公共下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書 〃
報 告 第 4 号 令和元年度越前町土地区画整理事業特別会計繰越明許費繰越計算書 〃
承 認 第 4 号 専決処分の承認を求めることについて	（令和元年度越前町一般会計補正予算（第 11号）） 全会一致承認
承 認 第 5 号 専決処分の承認を求めることについて	（越前町税条例等の一部改正について） 〃
承 認 第 6 号 専決処分の承認を求めることについて	（越前町国民健康保険税条例の一部改正について） 〃
承 認 第 7 号 専決処分の承認を求めることについて	（越前町固定資産評価審査委員会条例の一部改正について） 〃
承 認 第 8 号 専決処分の承認を求めることについて	（令和 2年度越前町一般会計補正予算（第 1号）） 〃
承 認 第 9 号 専決処分の承認を求めることについて	（令和 2年度越前町一般会計補正予算（第 2号）） 〃
承認第 10 号 専決処分の承認を求めることについて	（令和2年度越前町簡易水道事業特別会計補正予算（第1号）） 〃
承認第 11 号 専決処分の承認を求めることについて	（令和2年度越前町公共下水道事業特別会計補正予算（第1号）） 〃
承認第 12 号 専決処分の承認を求めることについて	（令和2年度越前町集落排水事業特別会計補正予算（第1号）） 〃
承認第 13 号 専決処分の承認を求めることについて	（令和 2年度越前町上水道事業会計補正予算（第 1号）） 〃
承認第 14 号 専決処分の承認を求めることについて	（令和 2年度越前町一般会計補正予算（第 3号）） 〃
承認第 15 号 専決処分の承認を求めることについて	（越前町税条例の一部改正について） 〃
議案第 32 号 越前町手数料徴収条例の一部改正について 全会一致可決
議案第 33 号 越前町児童館条例の一部改正について 〃
議案第 34 号 越前町後期高齢者医療に関する条例の一部改正について 〃
議案第 35 号 越前町国民健康保険条例の一部改正について 〃
議案第 36 号 越前町介護保険条例の一部改正について 〃
議案第 37 号 令和 2年度越前町一般会計補正予算（第 4号） 〃
議案第 38 号 令和 2年度越前町国民健康保険事業特別会計補正予算（第 1号） 〃
議案第 39 号 令和 2年度越前町介護保険事業特別会計補正予算（第 1号） 〃
議案第 40 号 令和 2年度越前町簡易水道事業特別会計補正予算（第 2号） 〃
議案第 41 号 令和 2年度越前町集落排水事業特別会計補正予算（第 2号） 〃
議案第 42 号 令和 2年度越前町上水道事業会計補正予算（第 2号） 〃
議案第 43 号 令和 2年度　除雪事業（除雪ドーザ 11t 級購入）物品売買契約について 〃
議案第 44 号 令和 2年度　玉川漁港施設災害復旧工事請負契約について 〃

同意第 13 号 越前町農業委員会委員に占める認定農業者等又はこれらに準ずる者の割合を 4分の 1以上とする
ことの同意について 全会一致同意

同意第 14 号 越前町農業委員会委員の任命について 〃
同意第 15 号 越前町農業委員会委員の任命について 〃
同意第 16 号 越前町農業委員会委員の任命について 〃
同意第 17 号 越前町農業委員会委員の任命について 〃
同意第 18 号 越前町農業委員会委員の任命について 〃
同意第 19 号 越前町農業委員会委員の任命について 〃
同意第 20 号 越前町農業委員会委員の任命について 〃
同意第 21 号 越前町農業委員会委員の任命について 〃
同意第 22 号 越前町農業委員会委員の任命について 〃
同意第 23 号 越前町農業委員会委員の任命について 〃
同意第 24 号 越前町農業委員会委員の任命について 〃
同意第 25 号 越前町農業委員会委員の任命について 〃
同意第 26 号 越前町農業委員会委員の任命について 〃
同意第 27 号 越前町農業委員会委員の任命について 〃
同意第 28 号 越前町農業委員会委員の任命について 〃

定例会報告越前町役場の新庁舎は、町民の皆さんの新たな「より所」となる
よう、今秋の移転を目指して、日々作業を進めています。
3階は、議会の独立性を保つため、議場などを集約して配置して
います。

1

 1
 2

2
議　場

天井や壁は町産材を活用し、正面には越前焼タイ
ルを用い、重厚感のある雰囲気になります。傍聴
席にはスロープがあり、車椅子で入場できます。

議場完成イメージ図

全員協議会室

壁などに町産材を活用し、正面には越前焼タイル
を用いています。南側は全面ガラス張りとなって
おり、明るい雰囲気になります。

新
庁
舎
建
設
状
況

（
7
月
7
日
現
在
）

越
前
町
役
場

議場

委員会室
事務局

傍聴席 全員協議会室

3F
N
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県
内
に
お
い
て
は
、
今
年
3
月
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
陽
性
者
」

が
確
認
さ
れ
て
以
降
、
多
数
の
方
が

発
症
さ
れ
、
4
月
に
「
緊
急
事
態
宣

言
」
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
終
日
不

要
不
急
の
外
出
自
粛
要
請
の
間
も
、

感
染
リ
ス
ク
を
抱
え
な
が
ら
日
々
懸

命
に
働
い
て
お
ら
れ
る
医
療
従
事
者

に
対
し
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

笠
原

　「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
」は
、
未

曽
有
の
恐
怖
と
不
安
を
与
え
、
経
済
を
は

じ
め
生
活
が一変
す
る
異
常
事
態
と
な
っ

た
。
そ
の
た
め
本
町
は
支
援
策
を
示
し
た

が
、
そ
の
内
容
は
。

町
長

　

全
国
的
に
マ
ス
ク
不
足
が
続
い
て
い
た

た
め
、
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
う
え
で
妊

婦
さ
ん
や
内
部
機
能
障
害
を
持
つ
方
、
児

童
・
高
齢
者
福
祉
施
設
で
働
い
て
い
る
方

に
マ
ス
ク
を
届
け
た
。
ま
た
、
マ
ス
ク
を

希
望
さ
れ
る
方
々
に
、
1
世
帯
10
枚
限
定

だ
っ
た
が
、
あ
っ
せ
ん
販
売
を
し
た
。
そ

の
他
、
妊
婦
さ
ん
に
は
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

液
、
町
内
12
の
医
療
機
関
な
ど
に
は
フ
ェ

イ
ス
ガ
ー
ド
、
保
育
所
や
小
・
中
学
校
に

は
非
接
触
型
体
温
計
を
届
け
た
。更
に「
総

合
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
設
け
、
支
援
策
や

悩
み
事
の
相
談
に
答
え
た
。

　

子
育
て
世
帯
等
へ
は
「
が
ん
ば
れ
応
援

支
援
金
」
と
し
て
、
児
童
手
当
を
受
給
す

る
世
帯
等
と
初
産
妊
婦
さ
ん
に
、
児
童
1

人
当
た
り
3
万
円
を
届
け
た
。
町
内
の
児

童
福
祉
や
介
護
施
設
で
感
染
の
リ
ス
ク
を

抱
え
な
が
ら
従
事
す
る
職
員
に
対
し
「
あ

り
が
と
う
感
謝
支
援
金
」
と
し
て
1
人

2
万
円
を
届
け
た
。

　

ま
た
、
外
出
自
粛
の
影
響
を
受
け
た

町
内
の
飲
食
業
や
小
売
店
を
応
援
す
る
た

め
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
な
ど
に
利
用
で
き
る

商
品
券
3
千
円
分
と
日
常
生
活
必
需
品

を
購
入
で
き
る

商
品
券
3
千
円

分
を
町
内
の
全

世
帯
に
配
付
し

た
。
更
に
、
上

下
水
道
料
の
基

本
料
金
を
3
ヶ

月
間
免
除
す
る

こ
と
と
し
た
。

笠
原

　
コ
ロ
ナ
感
染
収
束
後
の
、
都
市
部
か
ら
本

町
へ
の
移
住
希
望
者
に
つ
い
て
の
対
応
は
。

町
長

　

感
染
拡
大
を
受
け
、
都
市
部
の
企
業
で

は
「
テ
レ
ワ
ー
ク
」
や
「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
」
な
ど
新
た
な
勤
務
形
態
が
確
立

さ
れ
、
地
方
な
ど
企
業
の
本
社
か
ら
離
れ

た
場
所
で
の
遠
隔
勤
務
が
で
き
る
取
組
も

進
み
、
都
市
か
ら
の
移
住
希
望
者
が
増
加

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

今
後
も
移
住
促
進
施
策
を
継
続
し
な
が

ら
、
移
住
・
二
地
域
居
住
体
験
施
設
を
活

用
し
、
移
住
者
の
誘
致
に
必
要
な
環
境
整

備
や
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

笠
原

　
コ
ロ
ナ
感
染
の
第
2
波・第
3
波
に
向
け

た
備
え
は
。

町
長

　

町
民
が
不
安
を
抱
く
こ
と
の
な
い
よ
う
、

初
動
の
態
勢
を
含
め
、
こ
れ
ま
で
の
課
題
を

整
理
し
、
今
後
も
緊
張
感
を
持
っ
て
迅
速
な

対
応
を
行
っ
て
い
く
。

笠
原

　
大
規
模
自
然
災
害
な
ど
に
よ
る
避
難
時

に
お
い
て
、コ
ロ
ナ
感
染
の
問
題
が
あ
る
が
、

避
難
所
等
の
対
策
は
。

町
長

　

現
在
、
避
難
所
開
設
の
際
に
必
要
な
マ

ス
ク
や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
、
防
護
服
、

非
接
触
型
体
温
計
、
間
仕
切
り
な
ど
の
災

害
物
資
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

検
温
や
問
診
、
3
密
を
回
避
す
る
た
め
十

分
な
距
離
が
必
要
と
な
る
た
め
、
よ
り
多

く
の
施
設
の
確
保
が
必
要
と
な
る
こ
と
か

ら
、
小
・
中
学
校
の
校
舎
の
利
用
や
避
難

所
と
な
っ
て
い
な
い
公
共
施
設
、
地
区
集

会
施
設
を
使
用
す
る
こ
と
な
ど
を
含
め
検

討
し
て
い
る
。

・子
育
て
世
帯
等
へ
の
支
援
金

 

「
が
ん
ば
れ
応
援
支
援
金
」

　

児
童
世
帯　

支
給
済　

2
，6
1
9
人

　

初
産
妊
婦　

支
給
済　

33
人

・保
育
士・介
護
従
事
者
等
に
対
す
る
支
援
金

 

「
あ
り
が
と
う
感
謝
支
援
金
」

　

保
育
所　

支
給
済　

1
5
3
人

　

児
童
ク
ラ
ブ　

支
給
済　

29
人

　

介
護
職
員
等　

支
給
済　

7
0
9
人

・ テ
イ
ク
ア
ウ
ト・デ
リ
バ
リ
ー
、

 

日
常
生
活
必
需
品
購
入
の
商
品
券

 

「
た
す
け
あ
い
応
援
商
品
券
」

　

7
，2
6
2
世
帯
発
送
済

・「
経
営
安
定
資
金
」利
子
補
給

　

申
請
者
14
件

・ 水
道・下
水
道
使
用
料（
基
本
料
金
）の
免
除

「
く
ら
し
を
守
る
支
援
金
」

　
（
6
月
の
口
座
引
落
し
分
か
ら
3
ヶ
月
）

　

水　

道　

7
，9
8
8
件　

　

下
水
道　

6
，6
8
0
件　

・感
染
防
止
事
業

　

消
毒
液
、
非
接
触
型
体
温
計
な
ど
調
達

・子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金（
国
庫
事
業
）

　

支
給
済　

児
童
数
2
，4
1
6
人

・特
別
定
額
給
付
金（
国
庫
事
業
）

　

給
付
済
世
帯
7
，0
9
3
世
帯　
（
9
7
．6
％
）

定
例
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
」へ
の

対
策
を
行
い
ま
し
た
。

○  

会
議
公
開
の
原
則
に
配
慮
し
、
傍
聴

の
制
限
は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
間

隔
を
空
け
て
傍
聴
席
に
お
座
り
い
た

だ
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。

○  

傍
聴
者
の
方
に
は
、
マ
ス
ク
着
用
の
ご

協
力
と
傍
聴
受
付
・
入
口
に
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
液
を
設
置
し
、
手
指
の
消
毒

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

○  

議
員
や
職
員
も
消
毒
液
で
の
手
指
の

消
毒
と
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
た
。

ま
た
適
宜
休
憩
を
と
り
、
議
場
内
の

換
気
を
行
い
ま
し
た
。

○  

全
員
協
議
会
で
は
、
説
明
す
る
職
員

の
入
場
人
数
の
制
限
や
時
間
を
調
整

し
、
長
時
間
密
集
を
作
ら
な
い
よ
う

配
慮
し
ま
し
た
。

笠
原

　
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
な
ど
で
、
経
営
が
厳

し
い
状
況
に
あ
る
町
内
業
者
へ
の
対
応
は
。

町
長

　

今
年
は
、
町
内
の
4
大
ま
つ
り
が
全
て

中
止
と
な
り
、
ま
つ
り
に
出
店
し
て
い
る

町
内
飲
食
店
な
ど
は
、
経
営
が
非
常
に

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
町
商

工
会
な
ど
の
意
見
を
参
考
に
、
中
小
企
業

に
対
し
て
経
営
安
定
化
の
た
め
の
利
子
補

給
や
た
す
け
あ
い
応
援
商
品
券
の
発
行
な

ど
、
地
域
に
お
け
る
消
費
喚
起
と
活
性
化

を
図
っ
た
。

笠
原

　
県
の
休
業
要
請
に
よ
り
、
営
業
自
粛
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
民
宿 

・ 

旅
館
業
者
へ
の
支
援
は
。

町
長

　

県
の
休
業
要
請
に
応
じ
休
業
し
た
業
者

に
は
、
順
次
協
力
金
が
支
払
わ
れ
る
予
定

で
あ
る
。
ま
た
、
融
資
の
手
続
に
係
る
保

証
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
12
件
の
申
請
を

受
け
付
け
た
。

　

し
か
し
、
依
然
と
し
て
観
光
客
の
激
減

や
営
業
自
粛
に
よ
る
売
上
げ
の
減
少
が
続

い
て
い
る
た
め
、
第
2
段
階
の
経
済
的
な

支
援
策
を
関
係
団
体
と
協
議
し
、
対
策
を

講
じ
て
い
く
。

笠
原

　
学
校
再
開
後
、コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
踏

ま
え
た
教
育
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
。

教
育
長

　

新
入
生
は
新
し
い
学
校
生
活
へ
の
不

安
、
最
上
級
生
は
先
の
見
通
せ
な
い
進
学

へ
の
不
安
な
ど
を
抱
え
て
お
り
、
き
め
細

や
か
な
心
の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

　

教
育
委
員
会
と
学
校
が
常
に
連
携
し
、

子
ど
も
た
ち
が
安
全
・
安
心
に
学
校
生
活

が
送
れ
る
よ
う
全
力
で
取
組
み
た
い
。

　

学
習
面
で
は
、
1
人
ひ
と
り
の
学
習
状

況
を
し
っ
か
り
確
認
し
学
習
支
援
を
行
っ

て
い
く
。

　

3
密
を
避
け
、
手
洗
い
や
消
毒
な
ど
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
感
染
症
対
策
の

徹
底
を
し
て
い
る
。

笠
原

　
休
校
明
け
の
子
ど
も
達
の
様
子
は
。

教
育
長

　

欠
席
者
は
数
人
い
た
が
、
み
ん
な
元
気

に
登
校
し
、
学
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

笠
原

　
登
校
後
、
発
熱
や
体
調
不
良
が
確
認
さ

れ
た
場
合
の
対
応
は
。

教
育
長

　

子
ど
も
達
は
登
校
前
に
家
庭
で
体
温

を
測
り
、
健
康
観
察
表
に
記
入
し
、
教
員

が
確
認
を
し
て
い
る
。
も
し
、
発
熱
や
体

調
が
よ
く
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
場
合

は
、
家
族
に
迎
え
を
お
願
い
し
、
症
状
が

よ
く
な
る
ま
で
自
宅
で
休
養
し
て
も
ら
う

こ
と
と
し
て
い
る
。

笠
原

　
密
集
を
避
け
る
た
め
ウ
ェ
ブ
シ
ス
テ
ム

を
利
用
し
た
、
遠
隔
双
方
向
授
業
の
導
入

は
考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
長

　

国
の
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
に

基
づ
き
、
全
て
の
小
・
中
学
校
で
高
速
大

容
量
の
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

を
進
め
て
い
る
。
１
人
１
台
の
端
末
装
置

に
つ
い
て
も
、
今
年
度
中
の
導
入
を
目
指

し
た
い
。
こ
れ
に
よ
り
、
今
後
休
校
期
間

で
も
家
庭
で
遠
隔
授
業
を
受
け
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
学
び
の
可
能
性
を
広
げ
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

　

教
育
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
よ
う
に

社
会
の
変
化
に
応
じ
て
変
え
て
い
く
も
の

と
、
豊
か
な
人
間
性
の
よ
う
に
社
会
が
変

化
し
よ
う
と
変
わ
ら
な
い
も
の
が
あ
り
、

ど
ち
ら
も
大
切
に
し
な
が
ら
子
ど
も
達

に
未
来
を
生
き
抜
く
力
を
育
ん
で
い
き
た

い
。笠

原

　「
早
く
行
く
な
ら
1
人
で
走
れ
、
遠
く

に
行
く
な
ら
共
に
走
れ
」と
い
う
こ
と
わ

ざ
が
あ
り
、
長
期
戦
を
闘
う
の
に
は
協
力

体
制
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
。
自
治
体
だ

け
で
な
く
、
議
会
も
全
て
の
町
民
も
共
に

協
力
し
合
い
、
新
し
い
生
活
に
向
け
て
手

を
取
り
合
う
べ
き
だ
と
思
う
。

一般質問とは
議員が行財政全般にわたって町に疑問
点をただし、所信の表明を求めるもの

商品券にて購入

間隔を空けた傍聴席

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
今
後
の
取
り
組
み
は

支
援
策
の
実
施
状
況

�

（
７
月
１
日
現
在
）

こ
ん
な
対
策
を
行
い
ま
し
た

議員笠原 秀樹

いっぱん質問新型コロナウイルス感染症の感染防止対策のため、
今回の一般質問は、議員代表一名により行いました。
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●  比較的混乱の少なかった市町の除雪体制や取り組みの事例を研究すると
ともに、丹南土木事務所及び管内市町、建設業会との意見交換を参考に、
本町の実情に即した除雪体制の見直しを図った。

●  老朽化の著しい除雪ドーザ 6 台とロータリー除雪車 1 台を更新し、歩道用
小型ロータリー除雪車を 1 台増車した。消雪施設については、町道栃川線
と町道新庄気比庄線において新設、町道辻上野 2 号線において施設更新を
実施した。また、町道乙坂気比庄線の消雪取水井戸の改良工事を実施した。

集中的な寒波による記録的な大雪になった場合、除雪作業に対し、より一層万全を期して取り組む
べきものは何か。 （平成 30 年 6 月定例会・齋藤稔議員）

大雪への除雪体制の現状と課題について

県内の各自治体の除雪体制や取り組みを参考に、大雪への対応を検証し、今後の除雪業務に反映さ
せていきたい。また、除雪機械の不備、老朽化問題などと併せて、除雪の体制づくりを進めたい。

答弁

いっぱん  質問 その後どうなった？一般質問の答弁が、その後どのように町政に
反映されているのかを調査しました。

●  町の助産師が、生後 1 か月までのすべての母親に電話連絡し、母子の健康
状態や育児の心配事の聞き取り、産後うつ病のチェック、助言などを行って
いる。

●  心や体に不調のある母子に対しては、電話や訪問での継続的な支援や、医
療機関と連携した対応を行っている。「産後ケア事業」は公立丹南病院と
福井県助産師会に委託し、必要に応じて勧めているが、今のところ利用は
ない。気軽に利用できるよう、いろいろな機会を通じて周知していきたい。

産後の母親の心や体の不調に対応し、うつや虐待の予防として期待できる「産後ケア事業」があるが、
本町の取り組み状況は。 （平成 30 年 9 月定例会・木村繁議員）

産後ケア事業について

国や県の助成を受け、公立丹南病院へ委託し事業を実施している。母子ともに、健康状態のチエッ
クや授乳のケアなどを行い、産後も安心して育児のできる環境づくりに努めていく。

答弁

●  インクス㈱福井工場は、平成 30 年 8 月から工事に着手し、平成 31 年
3 月に竣工、同年 4 月 1 日に操業を開始している。

●  越前町企業立地促進条例第 3 条の規定に基づき、令和 2 年 4 月 24 日に
補助金 31,800,000 円を交付し、奨励措置を講じている。

●  インクス㈱福井工場増設で雇用が創出され、本町の産業の発展と地域の活
性化に寄与している。

電子制御基板を製造する、インクス㈱福井工場（田中地係）の北隣に建設される新工場について伺う。
 （平成 30 年 9 月定例会・伊部良美議員）

事業者の育成と企業の立地を促進することは、産業の発展と地域の活性化につながるので、「越前
町企業立地促進条例」などに基づき、必要な奨励措置を検討していく。

答弁

●  引き続き町外から新たに進出した企業の役員の方々と情報交換を行っている。
●  平成 27 年度から年 2 回開催している町内企業や経済団体等で構成する

「ふるさと越前町しごとの創生懇談会」でも雇用労働等に関する情報、意
見交換を行っている。

●  令和元年 6 月には、名古屋市で開催された織田信長サミットで越前町を
宣伝するなど、機会あるたびに、トップセールスを行っている。

インクス㈱の工場増設について
町長が行っている、町内企業へのアプローチや旅行会社などへの「トップセールス」について伺う。
 （平成 30 年 6 月定例会・田中太左ヱ門議員）

トップセールスについて

町内企業の役員の方々とは、意見や情報の交換をさせて頂いている。また、越前焼や観光の PR、
旅行会社への訪問など、観光誘客を目的としたトップセールスを行っている。

答弁
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議会・委員会・一部事務組合等議員出欠状況
（ 3月17日～6月12日 ）

○…出席　×…欠席（　）は理由　△…遅刻・早退

月日 曜日 諸　会　合　名 青柳
議長

米沢
副議長

髙田
議員

南
議員

藤野
議員

田中
議員

佐々木
議員

齋藤
議員

伊部
議員

笠原
議員

木村
議員

北島
議員

吉村
議員

3 30 月 県後期高齢者医療広域連合議会定例会 〇 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

4

7 火 議員月例会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
9 木 議会広報特別委員会 ― ― 〇 〇 ― ― ― 〇 〇 ― 〇 〇 〇

16 木 議会広報特別委員会 ― ― 〇 〇 ― ― ― 〇 〇 ― 〇 〇 〇

22 水 議会運営委員会 〇 ― ― 〇 〇 ― ×
（公務） ― 〇 〇 〇 ― ―

5

7 木 議員月例会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
12 火 議会運営委員会 〇 ― ― 〇 〇 ― 〇 ― 〇 〇 〇 ― ―
29 金 議会運営委員会 〇 ― ― 〇 〇 ― 〇 ― 〇 〇 〇 ― ―

6

1 月 議員月例会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

9 火
６月定例会　本会議（１日目） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議会運営委員会 〇 ― ― 〇 〇 ― 〇 ― 〇 〇 〇 ― ―

10 水 ６月定例会　全員協議会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
11 木 ６月定例会　全員協議会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

12 金
６月定例会　本会議（２日目） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
６月定例会　全員協議会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議会広報特別委員会 ― ― 〇 〇 ― ― ― 〇 〇 ― 〇 〇 〇

　4月 30 日、越前町議会を代表し、青柳議長と米沢副議長
から町長に「新型コロナウイルス感染症対策」に関する申し
入れ書を提出しました。
　新型コロナウイルス感染症が拡大し、予断を許さない状況
が続く中、政府は全都道府県を対象に緊急事態宣言を発令
しました。様々な感染拡大の防止対策が実施されたことに伴
い、住民生活や地域経済は深刻な影響を受けました。
　厳しい状況は、長期戦も想定されることから、町民の声を
広く聴き、今後の状況の変化や機を捉えた第 2弾、第 3弾の
効果的な支援策の実施により、町民の生活を守ることが必要です。
　ついては、越前町議会として下記の項目について取り組むよう申し入れました。

1．迅速に、スピード感を持って新たな支援策を検討し、決定、実施すること。

2．議会代表を対策本部会議や支援策の検討、決定の過程に参画させること。

「新型コロナウイルス感染症対策」に関する申し入れ書提出

　議会に対して町民の理解と関心を深めて
もらうために、議会広報の必要性が求めら
れることから、議会議員広報担当者を対象
とした研修会に参加しました。
　今後はさらに、「もっと伝わる議会広報誌」
を目指します。

県自治会館にて

1. 読者目線で編集する
・大きく扱う話題を選ぶ
・読み手目線で言葉選び
・興味を引く言葉を「見出し」に

2. 読み取りやすいレイアウトにする
・読みやすい文字組と文字にメリハリを
・意図を強調するレイアウト
・ビジュアル（写真）の力で惹きつける

どうすれば読んでもらえるの？

町議会広報研修会 7/10

その広報…大丈夫ですか…？

やってはいけない落とし穴…

ヨシ！

落とし穴を回避するポイントは 2つ！

1. 重要度に合わせて強調する！
2. 重要度の低い情報は削る！

広報の落とし穴
あれもこれも大事で、全体の構造が分かりにくくなってしまった…
あれもこれも伝えたいので、全部盛り込んだら読みにくくなってしまった…

注意！！
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バックナンバーが町のホームページでご覧いただけます
http://www.town.echizen.fukui.jp/chousei/04/index.html

傍聴席へどうぞ　次の議会は 9 月です
（日程については、議会事務局にお問い合わせください）　 TEL.0778-34-8712

朝日・宮崎絵手紙教室

がんばって
ます！
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	越前町_議会だより_vol61

